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最高の立地＆交通 住むなら津幡



profile

金城（旧姓：川井）  梨紗子
1994年11月21日生まれ。

リオデジャネイロオリンピックの
レスリング女子63キロ級と
東京2020オリンピックの

女子57キロ級で金メダル獲得。
2021年に結婚し、

2022年に第一子を出産。

profile

川井 友香子

1997年8月27日生まれ。
東京2020オリンピックの

レスリング女子62キロ級で金メダル獲得。
得意な技は片足タックル。

津幡はとにかく自然が豊富。母校の太白台小学校は
森を所有していて、しいたけの植菌をする授業があり
ました。田植えの授業もあって自分たちで育てたお米
を給食で出してもらったこともいい思い出！ 娘が成長
したら、津幡の自然の良さを体験させてあげたいです。

津幡は町の皆さんが優しくて温かいんです。気さくに
声をかけてくれたり、応援のメッセージをもらったりす
るとうれしくて。私たちの母も買い物をしていると、よ
く声をかけてもらうみたいです( 笑）。私たち姉妹を近
くで応援してくれているのが伝わってきます。

魚、肉、野菜、米など地元食材は何を食べてもおい
しいです。実家に帰ったら、地元食材を使った母の手
料理と回転寿司に行くのが楽しみ。津幡特産の「まこ
もたけ」という野菜があって、学校給食で「まこもご飯」
が食べられるのは津幡ならではの自慢です。

実家に帰った時、母と一緒によく買い物へ出かけるの
ですが、津幡は街中に商業施設が充実していて暮ら
しやすいですね。ちょっと車を走らせれば金沢でショッ
ピングもできます。今住んでいる愛知県から金沢へは
特急 1 本で帰れるので、帰省しやすいのも便利。

 自然の恵みを子どもに伝えたい 

 町の人が温かい！だから頑張れる  思い出の給食は「まこもご飯」 

 金沢が近くて、暮らしやすい 

姉妹揃って活躍する女子レスリング選手
金城（旧姓：川井）梨紗子さんと川井友香子さんは津幡町出身。
この町で育ったからこそわかる地元の魅力を聞きました！

地元の応援が背中を押してくれる。

地元で過ごす時間は宝もの。
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川井姉妹 つばたのここが好き！



profile

友石さんファミリー  
正之さん （44歳）会社員
美穂さん （32歳）会社員

晴之くん （5歳）
 ［前住所］ 東京都

 移住のきっかけと津幡町を選んだ決め手は？

 実際に住んでみて、津幡町の魅力は？ 

 津幡町で子育てしてみた感想は？ 

美穂さん

正之さん

美穂さん

住宅環境がいいです。一戸建てを都会では考えられ
ないリーズナブルな予算で手に入れられますし、近
所の人たちも引越し当初からウェルカムな雰囲気を
出してくれて温かい！ 都会のマンション住まいの時は
隣に誰が住んでいるかも分からなかったので。
町内会にも入って、地域に溶け込みながら楽しく暮
らしています。津幡町の移住者向けの奨励金制度
を利用し、初期費用を抑えられたのも良かったです。
県の補助金制度と併用できて、助かりました！もし、
移住を考えている人がいたら、自治体の支援制度を
しっかりチェックすることをおすすめします。
スーパーマーケットやドラッグストアなどお店がたくさ
んあって買い物に便利だし、近所には子どもも診て
もらえる内科のクリニックもあって安心。必要なもの
がすぐ近くにあって暮らしやすいですよ。

正之さん

美穂さん

正之さん

　　　

都会にいた時と比べると、時間と心に余裕がありま
すね。周りに公園がたくさんあるので、ちょっと時間
ができたら、家族で遊びに出かけています。
近所に大きな公園がたくさんあって、子どもがのびの
び遊べるのは本当にうれしい。通勤に時間をとられ
ないし、家族一緒の時間が増えて、みんなでご飯が
食べられるのもいいですね。
近くに妻の実家があって親戚もいるので、みんなで
子育てしてもらっている感じで心強いです。津幡は森
林公園や河北潟などお出かけスポットがたくさんある
ところも気に入っています。まだ移住して半年ですが、
これから家族でいろいろなスポットへ出かけるのが 
楽しみです。

正之さん

美穂さん

私は学生時代を石川県で過ごし、能登の七尾市には妻の実
家があります。結婚してから5年ほど東京に住んでいましたが、
コロナ禍もあって在宅ワークが中心になり、石川県への移住
を考えるようになりました。都会より石川県で子育てしたいな
という思いもありました。
都会での子育てはマンション住まいだったので、子どもを思
いっきり遊ばせてあげられなかったのがつらかったです。石川
県で家探しを始めると津幡にちょうどいい物件があって、移住
を決めました。立地的にも津幡は実家の七尾まで電車 1 本で
行けますし、金沢も富山も近くて便利だと思いました。

移住者からホンネのリクエスト
津幡は暮らしやすさは抜群。リクエストするとしたら、
町の知名度をもっと上げてほしいです。
そうすれば、都会からの移住者が増えるかも。

津幡町からのメッセージ
金沢に比べると、知名度は低いかもしれませんね。ユニークな
イベントやPR活動を通して、知名度アップを目指していきます。

家族が一緒に過ごせるしあわせ。

2022年に津幡町へ移住した友石さんファミリー。
都会では味わえなかった、ゆとりある暮らしを満喫しています。
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移住者interview



 移住のきっかけと津幡町を選んだ決め手は？

雅志さん

優子さん

雅志さん

結婚をきっかけに移住しました。当時、私の勤務先が金沢市
で、妻の勤務先が高岡市だったので、どちらへも電車 1 本で
行ける津幡駅周辺で新居を探しました。
私たちにとって北陸本線沿線（現在は IR いしかわ鉄道）に
最寄り駅があるというのは、重要な条件でした。小矢部市な
ども候補で、いろいろ下見をしたのですが、津幡町は駅周辺
に役場や商業施設が集まっていて便利だなと思いました。
津幡町文化会館「シグナス」は私たちにとって思い出の場所
でもあるんですよ。二人とも社会人ブラスバンドに入っていて、

「シグナス」で演奏会に参加したことがあるんです。

 実際に住んでみて、津幡町の魅力は？ 

 津幡町へ来て、時間の使い方の変化は？  

優子さん

雅志さん

優子さん

津幡は金沢のベッドタウンで、いろいろな地域から移
住した人が多いからか、地域性がわりと開放的です
ね。「メリットがあるなら、やってみよう！」みたいな発
想の人が多くて、付き合いやすい。都会から移住した
人も、馴染みやすいんじゃないでしょうか。
町を見渡すと、必要なものが揃っていて暮らしやすい
です。スーパーマーケットやドラッグストア、コンビニ
はもちろん、自然もあるし、子どもの遊び場やアウトド
アスポットもありますから。
子育て面だと、子どもの医療費が毎回500円なの
も助かっています。月額1,000円を超えると、誕生
時に手続きさえしておけば差額が戻ってきます。※ 
毎回手続きをする必要がないので楽ですよ！
※2023年4月から子どもの医療費自己負担を無償化します。

優子さん

雅志さん

優子さん

長女が幼い時は子育て支援センターをよく利用しま
した。子育てイベントに参加して、情報交換できたの
も刺激になりました。実は、他の市町にある子育て支
援センターにも行ってみたのですが、津幡町のスタッ
フはどこよりも保護者に寄り添ってくれて。長女の子
育て中、資格取得を計画していて、それをセンターの
方に相談したら、「ここで勉強してよ」と背中を押して
くれたのもうれしかったです。
中条小学校の放課後児童クラブは入所制限がない
し、運営スタッフが「どんどん来てね」と言ってくれて。
人情味がある雰囲気です。町には公園がたくさんあっ
て、日常のちょっとしたお出かけにも困りません。
子育てについては様々な制度があるので、移住する
前に調べて、利用する準備を整えておくことをおすす
めします！

移住者からホンネのリクエスト
コロナ禍も影響して、子どもが集まれる場所や
イベントが減ってちょっと残念。状況を見ながら、
子育て支援をさらに充実させてほしいです。

津幡町からのメッセージ
お子さまも、保護者も幸せになれる子育て支援が目標です。町
民の声をフレキシブルに取り入れて、細やかなサービスを展開
していきます。

自分たちらしく、いつも笑顔で。

profile

小寺さんファミリー
雅志さん （36歳）会社員
優子さん （38歳）会社員

真絢ちゃん （7歳）
里奈ちゃん （1歳）

 ［前住所］  
石川県羽咋市、富山県氷見市

2015年に津幡町へ移住した小寺さんファミリー。
夫妻ともにキャリアアップしながら、家族の時間を大切にしています。
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移住者interview
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津幡町のオススメSPOT!



町内７施設で育児をサポート

お子さまの誕生をお祝いして、町内加盟
店で使える商品券2万1,000円分を進呈
します（町内に住所がある方のみ）。

町内の認定こども園が出産・育児の不安をサポートします。
育児見学や育児相談、出産後の一時預かり（半日利用）を 
3回まで無料で利用できます。

子育て中の親子や小学生～高校生の遊び場・交流の場
として利用でき、様々な教室やイベントも開催しています。
津幡町文化会館「シグナス」内にあり、土曜日や日曜日も
開館しています。

妊娠期から18歳までのすべてのお子さまの健やかな成長を地域
ぐるみでサポートする相談機関です。お子さまや保護者の方々、
一人ひとりの状況に応じた支援を行います。

18歳年度末までのお子さまを対象に、保険適用分の医療費を助
成します。1人1か月の医療費（窓口負担）の合計額から自己負担
1,000円を差し引いた金額を支給します。

町内には町立・私立あわせて 12 の認定
こども園、地域型保育事業所があります。 
そのうち延長保育は 11 施設、休日保育は 
2 施設、病後児保育は 3 施設で実施。また、
2 人以上のお子さまを養育する世帯には 18
歳年度末までのお子さまを第 1 子として、
第 2 子の保育料は半額に、第 3 子以降は
無料になります。

町内7か所に子育て支援センターを開設してい 
ます。子育て支援コーディネーターが育児の相
談・指導を行い、読み聞かせや遊びの体験などを 
開催しています。移住してきた家族も、地域に溶け
込みながら子育てができる環境です。

チャイルドシート購入金額の2分の1を助成（6歳未満のお子さまがいる保護者
を対象。1万円を限度。町内で購入したSGマーク表示製品が対象、お子さま 
1人に1回のみ）。

2023年4月から無償化します！

児童センター

子ども家庭総合支援室

マイ保育園登録制度

保育料が第２子半額、
第３子以降だと無料に!

出産から保育まで、子育てをサポートする制度が充実！
地域みんなで、つばたキッズの成長を応援します。
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すくすくサポート 子育て支援制度
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津幡町への定住を目的に、新たに1戸建て住宅を新築・購入・増改築・改
修を行った方を対象として最大105万円の住宅取得等奨励金を交付し
ます。

対象となる農山村集落で住宅を新築、購入され
た家族に20万円（世帯全員が転入者の場合は
40万円）を交付します。

三世代（親子及び子の祖父母）で同居を行うために住宅を新築・購入・
増改築・改修をする方を対象とし、最大15万円を交付します。また、三
世代が50メートル圏内で居住するために住宅を新築、購入する場合も 
対象です。

新婚夫婦に祝品として、町内加盟店で使える商品券3万円分
を進呈します。夫婦ともに婚姻届出日から3か月以内に津幡
町に住所があり、引き続き3年以上居住する意思があること。 
夫婦いずれかが40歳以下であることなどが条件です。

津幡町には空き家の賃貸・売買情報を提供する空き家バンク制度があ
り、この制度を利用して移住されたご夫婦を対象として購入額の10分の
1（限度額50万円）、または月額家賃の2分の1（限度額1万円、24か月分）を
交付します。

住宅取得等奨励金

空き家バンク利用奨励金

三世代ファミリー同居等促進事業補助金

農村定住奨励金

結婚祝品の進呈

基準日から起算して1年を経過するごとに、
各期間内に返還した奨学金の
額の3分の2（上限18万円）を

5年間（最大90万円）まで補助します。

町内に住み、事業を 
はじめる方を支援します。 

産業創出支援補助金

奨学金に関する若者支援補助金

金沢市近郊で地価も安く、田舎過ぎず都会過ぎない「ちょうどいい町」津幡で
「理想の住まい」を叶えるサポートをします。　
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　津幡町で「理想の住まい」を叶えよう！
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